
修学旅行 

 

先日、出張のため金沢駅へ行った。 

朝７時頃に到着したら、コンコースに３校整列して集合していた。 

「知っている先生いないかな？」、「どこの学校かな？」と思いながら、少々離れた場所を

通り、コンビニエンスストアへ向かった。 

生徒たちは行儀よく座り、誰もが笑顔で、友達と話していた。 

買い物をして、改札からホームへ向かった。 

私のいるホームの線路を挟んだ向かい側の「はくたか」ホームに、コンコースの３校とは

別の中学校がすでに３校列車を待っていた。 

校長先生と思われる先生も生徒と楽しそうに話していた。 

 

ふと、自分の中学３年４月の修学旅行を思い出した。 

今から４０年近く前になろうか。 

国鉄の修学旅行集約列車で京都へ行った。 

昭和５４年当時、修学旅行に新たな取組が入ったのか、クラスごとにバスをチャーターし、

クラスごと別々の見学地へ行った。 

私のクラスは、昔の新婚旅行コースの嵯峨野へ行った。 

当時の中学生には少々つまらなかったかもしれないが、今思うと、京都の魅力を中学生に、

植え付け、大人になっても嵯峨野へ向かう自分がここでつくられたようだ。 

特に、緑の中の小さな庵、祇王寺へ行きたくなる。 

たぶん、これからも何度となく嵯峨野へ行くだろう。 

 

さて、今から旅立つ中学生は、マナーを守りしっかり学んできてほしいし、楽しい思い出

をつくってきてほしい。 

そして、引率の先生方、よろしくお願いします。 

１年以上前から準備を行い、３日間、ほとんど寝ないような状態で生徒たちの旅行を支え

ることになるでしょう。 

そして、忘れていけないのが、旅行会社の添乗員の皆さん。成功して当たり前。安全に無

事帰ってくることを祈っております。 

全く関係ない立場の自分ですが、修学旅行を支える大人たちに感謝しながら、中学生の乗

った先発の「はくたか」を見送りました。 

行ってらっしゃい。いい旅になりますように。 

金沢駅新幹線ホームにて。 

 


